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北
原
白
秋
『
邪
宗
門
』
最
後
期
詩
篇
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―

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本
庄
あ
か
ね




抄
録
北
原
白
秋
の
第
一
詩
集
『
邪
宗
門
』
中
の
詩
篇
は
、
前
期
詩
篇
か
ら
後
期
詩
篇
へ
か
け
て
、
官
能
開
放
の
主
題
か
ら
退
廃
的
作
風
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
る
。
伴
っ
て
、
印
象
派
絵
画
の
特
徴
と
さ
れ
る
よ
う
な
明
る
く
強
烈
な
外
光
表
現
が
作
中
か
ら
退
き
、
代
わ
っ
て
薄
暮
や
夜
の
詩
篇
が
顕
著
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
詩
風
の
変
遷
は
、
西
欧
世
紀
末
の
美
術
思
潮
の
動
向
を
白
秋
が
文
芸
的
交
友
の
な
か
で
享
受
す
る
こ
と
を
通
し
て
進
行
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
「
月
夜
の
渚
」
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と
す
る
白
秋
の
明
治
四
十
一
年
の
日
記
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
白
秋
の
西
欧
文
芸
へ
の
目
配
せ
の
あ
り
よ
う
や
そ
れ
ら
の
受
容
が
ど
の
よ
う
に
白
秋
詩
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
北
原
白
秋
『
邪
宗
門
』
象
徴
詩
世
紀
末
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー


一
、
は
じ
め
に

九
月
七
日
夜
太
田
氏
酔
う
て
来
る
、
顔
赤
し
。
彼
、
日
頃
非
常
に
興
奮
せ
る
が
如
く
見
ゆ
。
談
劇
に
及
び
、
既
に
完
成
し
た
り
と
い
う
試
作
『
燈
台
直
下
』、
及
び
伴
天
連
劇
『
踏
絵
の
日
』
の
構
想
を
語
る
。
何
れ
も
興
新
ら
し
、
大
い
に
賛
す
。
新
著
の
”Studio
”
に
月
夜
の
渚
、
、
、
、
（
傍
点
は
マ
マ
）
と
い
へ
る
油
絵
あ
り
。涙
流
れ
い
で
ぬ
べ
き
作
な
り
。わ
れ
等
漸
く
外
光
派
の
詩
歌
に
倦
み
た
る
時
、
こ
の
新
趣
あ
る
誘
惑
に
会
ふ
。
色
の
曇
と
甘
き
う
る
ほ
ひ
と
、
し
ら
べ
の
深
げ
な
る
と
、
一
見
わ
が
霊
の
微
動
を
お
ぼ
ゆ
。
北
原
白
秋
「
印
象
日
録
」
『
文
庫
』
明
治
・
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
・
以
下
同
様

右
に
引
用
し
た
文
章
は
、
明
治
四
十
一
年
九
月
七
日
の
白
秋
の
日
記
中
の
一
節
で
あ
る
。
文
中
に
見
ら
れ
る
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
と
は
、
一
八
九
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
創
刊
さ
れ
た
「
美
術
及
び
応
用
美
術
の
挿
絵
入
り
雑
誌
」
で
、
世
界
の
文
化
、
美
術
、
生
活
工
芸
に
渉
る
情
報
を
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
発
信
し
た
媒
体
で
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
同
時
代
に
美
術
学
生
を
中
心
に
享
受
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
の
日
記
か
ら
、
白
秋
も
こ
の
雑
誌
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
他
白
秋
の
周
辺
で
は
、
高
村
光
太
郎
が
明
治
三
十
七
年
に
こ
の
雑
誌
に
載
せ
ら
れ
た
ロ
ダ
ン
の
「
考
え
る
人
」
の
写
真
を
見
て
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
、
ま
た
、
石
井
柏
亭
「
パ
レ
ッ
ト
日
記
」
『
明
星
』
明
治

・
に
、
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
に
目
を
通
し
、
西
洋
美
術
の
最
新
の
情
報
に
触
れ
て
い
る
記
述
が
あ
る
１
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
日
本
の
若
い
芸
術
家
ら
は
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
を
受
容
し
、
世
紀
転
換
期
の
西
欧
文
芸
の
動
向
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
源
と
し
て
い
た
。

伴
っ
て
、
先
の
白
秋
の
日
記
中
に
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
著
作
の
英
訳
本
を
繙
く
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
白
秋
は
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
や
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
象
徴
詩
の
翻
訳
や
紹
介
を
、
上
田
敏
か
ら
授
け
ら
れ
る
（
２
）
と
こ
ろ
か
ら
詩
人
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
西
欧
文
学
へ
の
関
心
を
絶
え
ず
寄
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
日
記
か
ら
は
、
白
秋
が
明
治
四
十
一
年
に
は
自
ら
の
詩
作
を
行
う
の
と
併
行
し
て
、
美
術
と
文
学
と
の
区
分
を
取
り
払
い
、
そ
れ
ら
が
分
断
さ
れ
た
形
で
は
な
く
混
淆
し
た
か
た
ち
で
、
西
欧
思
潮
に
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
稿
の
ね
ら
い
は
、『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
掲
載
の
「
月
夜
の
渚
」
の
絵
画
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と
す
る
白
秋
の
明
治
四
十
一
年
九
月
の
日
記
に
お
け
る
文
章
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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同
時
期
の
白
秋
の
西
欧
美
術
へ
の
目
配
せ
の
具
体
的
な
あ
り
よ
う
や
、
そ
れ
ら
の
受
容
が
ど
の
よ
う
に
白
秋
詩
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
で
重
視
し
た
い
観
点
は
三
つ
あ
る
。
先
ず
、
西
欧
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
諸
芸
術
の
交
流
と
い
う
、
芸
術
の
区
分
け
が
取
り
払
わ
れ
て
い
く
時
代
の
動
き
そ
の
も
の
を
見
て
い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
に
、
白
秋
が
西
欧
文
芸
の
何
に
魅
か
れ
て
い
た
の
か
を
、
特
定
の
作
品
―
「
月
夜
の
渚
」
―
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
美
術
史
と
い
う
縦
軸
の
流
れ
や
、
同
時
代
の
諸
芸
術
分
野
の
混
交
と
い
う
横
軸
の
連
な
り
に
目
を
向
け
な
が
ら
も
、
そ
の
中
に
個
別
の
作
品
を
位
置
づ
け
、
具
体
的
に
作
品
に
即
し
て
言
及
し
て
い
き
た
い
。
三
点
目
に
、
日
記
に
あ
る
明
治
四
十
一
年
九
月
と
い
う
日
付
へ
の
注
目
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
白
秋
が
第
一
詩
集
『
邪
宗
門
』
明
治42
・3 
易
風
社
の
、
最
後
期
詩
篇
を
創
作
し
、
詩
集
編
纂
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
最
後
期
詩
篇
は
『
邪
宗
門
』
を
特
徴
づ
け
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
期
間
は
、
詩
集
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
期
と
価
値
づ
け
ら
れ
る
。
述
べ
た
よ
う
に
詩
集
『
邪
宗
門
』
を
代
表
す
る
詩
篇
を
創
作
中
の
明
治
四
十
一
年
に
、「
月
夜
の
渚
」
と
い
う
一
枚
の
絵
画
に
出
会
い
強
い
感
動
を
覚
え
た
白
秋
。
霊
の
震
え
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
深
く
感
銘
を
受
け
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
先
行
す
る
芸
術
作
品
に
対
し
、
創
作
す
る
主
体
と
し
て
、
詩
人
は
何
ら
か
の
感
化
を
受
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
ず
は
、
白
秋
の
日
記
に
〈
新
著
の
”Studio
”
に
月
夜
の
渚
、
、
、
、
と
い
へ
る
油
絵
あ
り
〉
と
記
さ
れ
る
と
い
う
他
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
絵
画
に
つ
い
て
、
誰
に
よ
っ
て
、
何
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
作
品
な
の
か
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
論
考
を
始
め
た
い
。 
二
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
―
タ
ン
ジ
ー
ル
の
夜
景
画
の
連
作

前
掲
の
日
記
中
の
記
録
に
基
づ
き
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
の
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
を
見
て
い
く
と
、
六
月
に
発
行
さ
れ
た
誌
面
中
に
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
の
油
絵
の
カ
ラ
ー
複
写
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
図
１
。
白
秋
の
日
記
中
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
絵
画
が
こ
の
作
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
画
を
描
い
た
ジ
ョ
ン
・
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
1856
―
1
9
4
1 
に
は
、
次
の
よ
う
な
経
歴
が
あ
る
。














村
で
外
光
派
の
自
然
主
義
ス
タ
イ
ル
の
作
品
を
描
い
て
い
た
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
戻
る
と
、《
テ
ニ
ス
の
集
い
》
な
ど
の
秀
作
を
発
表
し
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
派
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
活
動
す
る
若
手
画
家
全
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
、
一
八
八
八
年
の
国
際
展
覧
会
を
訪
れ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
。
女
王
を
モ
デ
ル
と
す
る
機
会
を
得
た
彼
は
、
以
後
、
そ
の
時
代
の
肖
像
画
家
の
若
き
ホ
ー
プ
と
し
て
名
声
を
上
げ
、
地
位
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
へ
移
り
、
画
家
、
彫
刻
家
、
版
画
家
協
会
の
副
会
長
と
し
て
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
や
ロ
ダ
ン
の
下
に
つ
い
た
。
一
九
一
〇
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
で
大
成
功
図 1 John Lavery,The Seashore Moonlight 
 
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
は
、
ベ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
引
用
者
注
）
の
不
運
な
酒
場
の
主
の
家
に
生
ま
れ
た
。
早
く
に
両
親
が
亡
く
な
り
、
孤
児
と
な
っ
た
彼
は
、
叔
父
の
農
場
に
引
き
取
ら
れ
た
。
十
歳
の
時
、
別
の
親
戚
の
家
に
移
さ
れ
、
そ
の
後
グ
ラ
ス
ゴ
ー
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
引
用
者
注
）
の
写
真
家
の
と
こ
ろ
で
修
正
係
の
見
習
い
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
の
終
わ
り
に
は
ホ
ー
ル
デ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
び
、
後
、
パ
リ
に
魅
せ
ら
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
籍
を
置
い
た
。
画
家
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
＝
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
影
響
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
の
画
家
仲
間
数
人
と
、
グ
レ
・
シ
ュ
ル
・
ロ
ア
ン
の 
図 1 John Lavery,The Seashore,Moonlight 
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を
修
め
て
ま
も
な
く
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
準
会
員
に
選
出
さ
れ
た
頃
ま
で
に
は
、
作
品
の
主
題
は
か
な
り
幅
広
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。(
ケ
ネ
ス
・
マ
ッ
コ
ン
キ
ー
編
『
イ
ギ
リ
ス
絵
画
と
印
象
派
』
平
成9 
集
巧
社) 

と
、
イ
ギ
リ
ス
人
画
家
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
外
光
派
を
学
び
、
一
八
八
〇
年
代
に
は
帰
国
し
て
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
画
壇
で
は
前
衛
で
あ
っ
た
印
象
派
の
手
法
を
用
い
て
作
品
を
描
い
て
い
た
。
世
紀
転
換
期
に
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
派
の
画
家
と
し
て
、
ま
た
肖
像
画
家
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
評
価
が
形
成
さ
れ
て
い
く
中
で
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
は
画
家
と
し
て
異
な
る
相
貌
を
見
せ
る
。
 
南
西
区
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
通
り
五
番
地
に
あ
る
グ
ー
ピ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ジ
ョ
ン
・
レ
―
ヴ
ァ
リ
ー
氏
が
油
彩
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
て
い
る
。
レ
―
ヴ
ァ
リ
ー
氏
は
タ
ン
ジ
ー
ル
に
屋
敷
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
絵
の
よ
う
に
美
し
い
街
の
生
活
と
環
境
に
着
想
を
う
け
て
、
こ
の
展
覧
会
を
著
し
く
特
色
付
け
る
よ
う
な
、
興
味
深
い
一
連
の
作
品
群
が
描
か
れ
た
。
こ
の
画
家
は
有
名
な
肖
像
画
家
と
し
て
以
外
の
顔
を
め
っ
た
に
人
々
に
見
せ
な
い
の
で
、
彼
の
芸
術
の
別
の
側
面
を
研
究
し
え
る
こ
の
好
機
は
逃
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
モ
ロ
ッ
コ
の
絵
画
の
な
か
で
は
、
青
い
色
調
と
晴
れ
た
大
気
の
性
質
と
の
微
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
た
海
洋
画
、
「
二
つ
の
海
の
合
流
す
る
場
所
」
が
最
も
気
に
入
っ
た
。
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
の
独
自
で
あ
る
佳
作
は
、「
月
夜
の
タ
ン
ジ
ー
ル
」
と
「
月
夜
の
渚
」
で
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
要
素
が
顕
著
で
あ
る
。（
引
用
は
拙
訳
に
よ
る
） 
 
と
。
こ
こ
に
引
用
し
た
の
は
、
一
九
〇
八
年
六
月
発
行
の
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
中
の
記
事
で
、
前
掲
の
絵
画
の
複
写
と
と
も
に
載
さ
れ
て
お
り
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
が
新
た
な
作
風
を
表
し
た
一
九
〇
八
年
の
展
覧
会
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
る
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
彼
の
新
傾
向
と
は
、
主
題
と
し
て
は
北
ア
フ
リ
カ
、
モ
ロ
ッ
コ
の
都
市
タ
ン
ジ
ー
ル
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
展
覧
会
の
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
諸
作
は
、
西
欧
絵
画
史
上
に
お
い
て
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
ら
の
作
品
に
連
な
る
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
言
え
る
。『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
中
に
は
、
前
掲
の
記
事
に
対
応
し
、「
月
夜
の
渚
」
以
外
に
も
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
に
よ
る
タ
ン
ジ
ー
ル
を
描
い
た
諸
作
が
載
せ
ら
れ
て
い
る(
図
２
、
図
３)
。 

こ
こ
で
一
先
ず
、
西
欧
絵
画
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
ら
の
足
跡
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
（1798—
1863
）
や
ド
ラ
ロ
シ
ェ
（1797—
1856
）
が
一
八
三
〇
年
代
に
モ
ロ
ッ
コ
を
旅
し
画
に
お
さ
め
て
以
来
、
北
ア
フ
リ
カ
は
十
九
世
紀
を
通
し
て
芸
術
家
の
巡
礼
の
場
所
で
あ
っ
た
。
世
紀
半
ば
頃
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
（1824—
1904
）
や
イ
ギ
リ
ス
人
の
ル
イ
ス
（1805—
1876
）
な
ど
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
が
東
地
中
海
地
域
を
好
ん
だ
。
そ
し
て
、
一
八
八
〇
年
代
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
タ
ン
ジ
ー
ル
が
再
び
発
見
さ
れ
る
。
初
期
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
た
ち
が
、
東
洋
の
生
活
様
式
や
、
寺
院
や
聖
殿
で
の
儀
式
に
注
目
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
同
時
代
人
た
ち
は
、
そ
の
土
地
の
環
境
に
反
応
し
た
。
タ
ン
ジ
ー
ル
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
な
い
、
澄
み
切
っ
た
空
の
強
い
光
と
そ
の
下
で 
の
鮮
や
か
な
色
、
そ
し
て
、
石
の
厚
板
の
よ
う
な
白
い
建
築
物
の
中
で
見
出
さ
れ
る
影
が
あ
っ
た
。 

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よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
強
い
外
光
の
も
と
で
の
色
彩
に
対
す
る
興
味
は
、
絵
画
史
に
お
い
て
は
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
モ
ロ
ッ
コ
で
の
体
験
に
端
を
発
す
る
。
先
行
論
に
、 
 
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
、
色
彩
に
よ
っ
て
近
代
絵
画
の
出
発
点
に
位
置
し
、
印
象
主
義
の
先
駆
者
と
な
っ
た
、
と
は
美
術
史
上
の
定
説
で
あ
る
。
以
後
、
西
欧
の
絵
画
は
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
が
拓
い
た
道
に
従
い
、
そ
れ
を
一
層
拡
大
し
、
尖
鋭
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
個
々
の
流
派
や
個
人
の
間
に
絵
画
観
の
相
違
、
対
立
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
発
し
て
、
マ
ネ
、
印
象
派
、
後
期
印
象
派
、
ナ
ビ
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
へ
と
続
い
て
ゆ
く
流
れ
は
、
色
彩
が
一
層
の
明
度
と
強
度
を
獲
得
し
て
ゆ
く
過
程
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。(
岡
谷
公
二
『
絵
画
の
中
の
熱
帯
―
ド
ラ
ク
ロ
ワ
か
ら
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
へ
』
平
成17
・12 
平
凡
社) 
 
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
絵
画
は
、
後
の
印
象
派
へ
と
繋
が
る
手
法
の
端
緒
を
開
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
印
象
派
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
一
八
七
〇
、
八
〇
年
代
に
自
然
の
変
化
を
正
確
に
捉
え
よ
う
と
し
、
事
物
の
固
有
色
で
は
な
く
外
光
の
効
果
の
も
と
で
見
え
る
色
を
再
現
す
る
こ
と
に
努
め
た
画
派
の
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
西
欧
全
体
へ
と
及
ん
で
い
き
一
世
を
風
靡
し
た
。 
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
は
、
当
時
の
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
の
画
家
と
同
様
、
モ
ロ
ッ
コ
の
タ
ン
ジ
ー
ル
に
魅
了 
さ
れ
、
度
々
こ
の
土
地
に
通
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
描
き
た
め
ら
れ
た
一
連
の
タ
ン
ジ
ー
ル
作
品
が
一
九
〇
八
年
の
展
覧
会
で
ま
と
め
て
発
表
さ
れ
た
。
白
秋
が
深
い
感
銘
を
受
け
た
「
月
夜
の
渚
」
は
、
こ
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
中
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
３
）
。 
見
て
き
た
よ
う
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
ら
の
歩
み
を
踏
ま
え
、「
月
夜
の
渚
」
に
戻
っ
て
見
て
み
よ
う
。
絵
画
中
に
は
、
夜
の
海
の
風
景
が
青
紫
の
暗
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
、
そ
の
前
景
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
風
の
長
い
衣
服
を
着
た
タ
ン
ジ
ー
ル
の
住
人
が
水
際
を
歩
い
て
い
る
。「
月
夜
の
渚
」
を
西
欧
絵
画
史
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
作
の
連
な
り
の
中
に
お
い
て
み
る
と
き
際
立
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
、
主
題
と
し
て
は
オ
リ
エ
ン
ト
を
描
き
な
が
ら
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
が
強
く
魅
か
れ
た
白
昼
の
明
る
い
タ
ン
ジ
ー
ル
の
光
と
、
そ
の
下
で
の
色
の
明
確
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
な
く
、
薄
暗
い
夜
の
タ
ン
ジ
ー
ル
の
風
景
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
一
点
に
あ
る
。
同
時
代
の
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
シ
ョ
ー
・
ス
パ
ロ
ウ
（
４
）
が
夙
に
、 
 
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
は
モ
ロ
ッ
コ
で
多
く
の
時
を
過
ご
し
た
が
、
決
し
て
極
端
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
。
タ
ン
ジ
ー
ル
で
描
か
れ
た
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
絵
画
の
中
で
、
最
も
太
陽
光
に
照
ら
さ
れ
て
お
り
、
後
期
印
象
主
義
と
呼
ば
れ
る
近
代
芸
術
に
寄
与
し
た
「
パ
ー
ゴ
ラ
（
ツ
ル
バ
ラ
や
ツ
タ
を
は
わ
せ
た
棚
を
屋
根
と
し
た
あ
ず
ま
や
・
引
用
者
注
）
の
下
で
」
や
「
朝
食
の
後
」
に
お
い
で
さ
え
、
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
さ
え
、
彼
は
、
タ
ン
ジ
ー
ル
の
太
陽
熱
で
燃
え
る
よ
う
な
、
透
明
な
空
気
の
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
輝
き
に
張
り
合
う
よ
う
な
仕
事
に
、
そ
れ
ほ
ど
熱
心
に
は
と
り
か
か
っ
て
い
な
い
。 
 と
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
が
タ
ン
ジ
ー
ル
を
描
い
た
諸
作
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
絵
画
の
典
型
か
ら
は
外
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
月
夜
の
渚
」
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
を
描
い
た
絵
画
で
あ
り
な
が
ら
、
手
法
と
し
て
は
む
し
ろ
、
西
欧
世
紀
末
の
象
徴
主
義
絵
画
の
系
列
に
近
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
い
う
象
徴
主
義
の
手
法
と
は
、 
 
色
彩
は
も
は
や
部
分
的
な
自
然
色
も
し
く
は
反
射
色
と
し
て
、
あ
る
い
は
自
然
的
な
照
明
と
し
て
対
象
の
描
写
に
従
事
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
一
個
の
自
立
的
な
、
対
象
か
ら
独
立
し
た
表
現
手
段
と
な
る
。（
中
略
）
色
彩
と
光
線
の
象
徴
法
は
、
ゲ
ー
テ
の
色
彩
論
い
ら
い
、
十
九
世
紀
の
あ
ら
ゆ
る
サ
ン
ボ
リ
ス
ト
の
心
を
う
ば
っ
た
。（
中
略
）（
光
彩
や
色
彩
の
・
引
用
者
注
）
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
緊
張
は
十
九
世
紀
サ
ン
ボ
リ
ス
ト
に
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
。
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
緊
張
に
内
在
し
て
い
る
能
動
的
表
現
的
な
動
因
が
要
求
す
る
精
神
状
態
は
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
や
諦
念
の
よ
う
な
デ
カ
ダ
ン
ス
の
意
識
と
は
相
容
れ
な
い
か
ら
だ
。（
中
略
）
唯
一
の
色
彩
音
に
音
色
を
限
定
し
、
半
音
階
的
に
緊
密
に
相
接
し
て
い
る
色
調
に
よ
る
演
奏
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
絵
画
は
、
同
時
に
、
該
当
す
る
色
を
基
本
的
な
根
本
的
性
格
に
お
い
て
典
型
的
に
思
念
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。（
中
略
）
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
的
観
念
は
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
、
あ
の
有
名
な
〈
詩
法
〉
の
な
か
に
も
反
映
し
て
い
る
。（
中
略
）
サ
ン
ボ
リ
ス
ム
絵
画
に
お
い
て
な
に
よ
り
も
特
別
な
役
目
を
演
ず
る
色
彩
は
青
で
あ
る
。（
中
略
）
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ゲ
ー
テ
は
、
青
と
、
こ
の
青
の
赤
や
緑
と
の
混
合
色
を
〈
マ
イ
ナ
ス
面
の
色
彩
〉
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
色
彩
は
、
不
安
な
、
柔
弱
な
、
憧
れ
に
み
ち
た
感
覚
に
ぴ
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
黄
色
が
つ
ね
に
光
を
身
に
帯
び
て
い
る
よ
う
に
、
青
は
つ
ね
に
な
に
か
暗
黒
の
気
配
を
は
ら
ん
で
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
こ
の
色
彩
は
眼
に
一
種
奇
妙
な
い
わ
く
い
い
難
い
効
果
を
お
よ
ぼ
す
。
そ
れ
は
色
彩
と
し
て
一
個
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
否
定
の
側
に
立
っ
て
お
り
、
そ
の
至
高
の
純
粋
性
に
お
い
て
い
わ
ば
蠱
惑
す
る
無
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
青
は
わ
れ
わ
れ
に
冷
た
さ
の
感
情
を
あ
た
え
る
と
と
も
に
、
ま
た
影
を
想
い
起
こ
さ
せ
も
す
る
。
青
い
ガ
ラ
ス
は
対
象
を
悲
し
げ
な
光
の
う
ち
に
し
め
す
。
赤
み
を
お
び
た
青
、
こ
れ
は
ひ
と
を
不
安
に
さ
せ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
活
気
を
あ
た
え
は
し
な
い
。（
中
略
）
魂
の
状
態
を
完
全
に
自
然
観
照
に
同
化
せ
し
め
、
風
景
の
な
か
に
人
間
の
情
緒
や
情
熱
の
象
徴
を
造
型
す
る
と
い
う
こ
こ
ろ
み
は
、
と
り
わ
け
新
し
い
、
単
色
で
奏
で
た
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
、
ア
ラ
ベ
ス
ク
風
に
描
か
れ
た
、
か
た
み
に
交
感
し
つ
つ
関
連
を
む
す
ぶ
輪
郭
線
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
。（
ハ
ン
ス
・H
・
ホ
ー
フ
シ
ュ
テ
ッ
タ
ー
穂
村
季
弘
訳
『
象
徴
主
義
と
世
紀
末
芸
術
』
昭
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美
術
出
版
社
） 
 
と
、
濃
淡
の
あ
る
単
色
の
画
面
に
、
そ
の
基
調
色
に
よ
っ
て
情
緒
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
表
現
を
言
う
。 
画
面
を
覆
う
青
色
＝
〈
マ
イ
ナ
ス
面
の
色
調
〉
の
印
象
に
加
え
て
、「
月
夜
の
渚
」
に
お
い
て
描
か
れ
る
の
は
う
つ
む
き
加
減
に
歩
く
二
人
の
後
姿
で
あ
り
、
人
物
が
顔
の
表
情
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
顔
の
表
情
に
代
わ
っ
て
、
感
情
や
情
緒
は
、
広
大
な
画
面
に
描
か
れ
る
暈
さ
れ
た
水
辺
の
夜
景
の
青
色
の
諧
調
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
て
お
り
、〈
不
安
な
、
柔
弱
な
、
憧
れ
に
み
ち
た
感
覚
〉
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
画
中
で
は
、
後
姿
を
描
く
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
、
孤
独
の
表
現
と
も
な
っ
て
い
よ
う
。 
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
月
夜
の
渚
」
が
、
西
欧
絵
画
史
の
な
か
で
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
絵
画
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
述
も
し
た
よ
う
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
絵
画
が
、
西
欧
と
全
く
異
な
る
気
候
、
風
土
、
自
然
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
習
俗
を
描
く
と
同
時
に
、
光
の
芸
術
で
も
あ
っ
た
と
一
先
ず
定
義
す
る
と
き
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
者
の
側
面
が
著
し
く
後
退
し
て
い
る
点
こ
そ
を
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
謂
わ
ば
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
は
、
歴
代
の
オ
リ
エ
ン
ト
リ
ス
ト
ら
の
絵
画
の
流
れ
の
中
で
、
光
と
闇
の
反
転
を
仕
掛
け
た
と
言
え
る
。「
月
夜
の
渚
」
の
創
意
の
一
つ
は
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。「
月
夜
の
渚
」
に
お
け
る
こ
う
し
た
試
み
は
、
一
作
に
留
ま
ら
ず
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
一
連
の
タ
ン
ジ
ー
ル
の
夜
景
画
―
霧
に
覆
わ
れ
た
水
辺
の
風
景
が
多
く
描
か
れ
〈
ノ
ク
タ
ー
ン
の
絵
画
〉(
５)
と
も
評
さ
れ
る
―
に
後
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 
 三
、
日
本
に
お
け
る
西
欧
絵
画
と
西
欧
絵
画
史
の
受
容
の
諸
相
―
ム
ー
タ
ー
の
絵
画
史
を
中
心
に 
 

以
下
で
は
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
「
月
夜
の
渚
」
の
背
景
と
な
る
西
欧
文
芸
の
潮
流
を
確
認
し
て
お
く
。
本
稿
の
冒
頭
で
も
言
及
し
た
が
、
一
九
〇
〇
年
を
ま
た
ぐ
世
紀
転
換
期
は
、
芸
術
の
区
分
け
が
取
り
払
わ
れ
、
広
い
視
野
の
も
と
に
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。 


 
十
九
世
紀
の
末
に
い
た
っ
て
、
芸
術
世
界
が
い
っ
き
ょ
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
芸
術 
世
界
の
拡
大
は
、
お
互
い
に
密
接
に
関
連
す
る
ふ
た
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
は
、 
さ
ま
ざ
ま
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
間
を
隔
て
て
い
た
境
界
を
取
り
除
き
、
諸
芸
術
の
交
流
を
可
能 
な
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
文
字
通
り
地
理
的
世
界
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で 
あ
る
。(
中
略)
諸
芸
術
の
綜
合
と
、
芸
術
の
国
際
性
と
い
う
二
十
世
紀
に
な
っ
て
大
き
く
ク
ロ
ー 
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
主
要
な
問
題
は
、
十
九
世
紀
末
の
混
沌
の
時
期
に
す
で
に
明
瞭
に
提
起
さ 
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。(
中
略) 
ビ
ア
ズ
レ
ー
が
ワ
イ
ル
ド
の
『
サ
ロ
メ
』
の
挿
絵
を
描
い
た
り
、
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
が
エ
ル
ス
カ
ン
の
詩
集
の
装
丁
を
引
き
受
け
た
り
、
ナ
ビ
派
の
画
家
た
ち
が
『
ル
ヴ
ュ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
』
誌
に
協
力
し
た
り
し
た
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
わ
か
る
と
お
り
、
こ
の
時
代
に
は
ま
た
詩
人
や
文
学
者
た
ち
と
画
家
、
彫
刻
家
た
ち
の
協
力
態
勢
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
っ
た
。
美
術
と
文
学
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
た
と
え
ば
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
『
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
を
ド
ビ
ッ
シ
ー
が
オ
ペ
ラ
に
し
た
り
、
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
に
フ
ォ
ー
レ
が
作
曲
し
た
り
す
る
よ
う
な
事
例
は
、
数
多
く
こ
れ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
代
は
、
個
々
の
芸
術
が
自
己
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
だ
け
閉
じ
こ
も
る
こ
と
を
止
め
て
、
広
く
お
互
い
の
間
の
交
流
を
求
め
た
時
代
で
あ
っ
た
の
で
、
美
術
の
場
合
も
、
そ
の
よ
う
な
全
体
的
な
動
き
を
敏
感
に
反
映
し
て
い
る
27 北原白秋『邪宗門』最後期詩篇についての一考察
の
で
あ
る
。（
高
階
秀
爾
『
世
紀
末
芸
術
』
昭
和56
・1 
紀
伊
国
屋
書
店
） 
 
と
、
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
〈
芸
術
の
綜
合
と
、
芸
術
の
国
際
性
〉
と
い
う
時
代
の
動
向
に
、
日
本
で
当
時
最
も
鋭
敏
で
あ
っ
た
の
が
白
秋
で
あ
り
、〈
パ
ン
の
会
〉に
集
っ
た
芸
術
家
ら
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
６
）
。こ
う
し
た
世
紀
転
換
期
の
大
き
な
潮
流
を
、
白
秋
は
洋
書
や
西
欧
の
雑
誌
、
そ
れ
ら
の
日
本
で
の
紹
介
や
翻
訳
を
通
し
て
理
解
し
て
い
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
白
秋
や
そ
の
周
辺
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
受
容
の
経
路
に
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
が
あ
っ
た
訳
だ
が
、
他
方
、
当
時
彼
ら
に
小
さ
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
著
作
に
、
リ
ヒ
ャ
ル
ド
・
ム
ー
タ
ー
（1860
―1909
）
の
美
術
批
評
が
あ
っ
た
。 
冒
頭
に
引
用
し
た
白
秋
の
日
記
中
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
白
秋
と
深
い
交
友
の
あ
っ
た
太
田
正
雄
は
、
当
時
を
回
想
し
て
、〈
リ
ヒ
ヤ
ル
ド
・
ム
ウ
テ
ル
が
十
九
世
紀
絵
画
史
、
仏
国
美
術
の
一
世
紀
等
の
著
は
、
明
治
四
十
一
年
の
頃
予
之
を
大
学
図
書
館
に
発
見
し
、
耽
読
厭
く
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。〉（
７
）
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、 
 
印
象
派
の
名
が
鴎
外
博
士
の
翻
訳
小
説
新
学
士
に
見
え
た
の
は
既
に
久
し
い
前
の
こ
と
で
あ
る
。
又
黒
田
清
輝
画
伯
等
の
そ
の
流
風
を
伝
へ
た
の
も
亦
随
分
古
い
。
加
之
久
米
桂
一
郎
氏
は
美
術
新
報
に
マ
ネ
、
モ
ネ
等
に
関
す
る
評
論
を
発
表
せ
ら
れ
た
。
而
も
当
時
の
絵
画
界
は
未
だ
十
分
に
印
象
派
の
思
想
並
び
に
趣
味
よ
り
灌
漑
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。
其
弘
く
行
わ
れ
た
の
は
二
三
の
青
年
洋
画
家
の
帰
朝
後
で
あ
つ
て
、
明
治
四
十
一
年
よ
り
は
遥
か
に
後
れ
た
の
で
あ
る
。
唯
当
時
の
多
く
の
画
書
生
の
間
に
は
こ
の
種
の
趣
味
、
思
想
に
対
し
て
予
感
が
あ
つ
た
。
模
索
が
あ
つ
た
。
惝
怳
が
あ
つ
た
。
而
し
て
著
者
も
亦
一
熱
狂
ア
マ
テ
エ
ル
と
し
て
こ
の
濃
厚
な
る
予
感
と
摹
索
と
惝
怳
の
雰
囲
気
を
呼
吸
し
て
ゐ
た
。
彼
れ
リ
ヒ
ヤ
ル
ド
・
ム
ウ
テ
ル
が
諸
書
は
、
其
煽
動
的
口
吻
と
其
印
象
的
の
記
述
と
共
に
、
実
に
こ
の
心
火
に
灌
ぐ
油
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。 
 
と
あ
る
よ
う
に
、
西
欧
で
一
世
を
風
靡
し
た
印
象
派
の
思
潮
に
対
し
て
、
日
本
で
も
若
い
世
代
を
中
心
に
、
予
感
と
憧
憬
が
募
っ
て
お
り
、
太
田
は
ム
ー
タ
ー
の
『
十
九
世
紀
絵
画
史
一
～
三
巻
』（
初
版
1893
―1894
）
や
『
十
九
世
紀
仏
国
絵
画
史
』（
初
版1901
）
を
ド
イ
ツ
語
原
書
で
読
み
、
こ
れ
ら
の
著
作
に
よ
っ
て
、
印
象
派
の
思
潮
に
深
く
触
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ム
ー
タ
ー
の
美
術
批
評
は
、〈
軽
や
か
で
わ
か
り
や
す
く
警
句
に
富
ん
だ
表
現
と
数
多
く
の
図
版
に
よ
っ
て
、
人
々
に
爆
発
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
〉（
８
）
と
あ
る
如
く
西
欧
で
広
く
流
布
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
西
欧
文
芸
の
動
向
を
探
る
青
年
ら
に
、
先
ず
、
図
版
の
多
さ
に
よ
っ
て
重
宝
さ
れ
、
ま
た
、〈
彼
れ
は
実
に
文
筆
を
以
て
し
て
の
画
工
〉（
９
）
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
、
絵
画
史
を
叙
述
す
る
際
の
文
学
性
に
お
い
て
、
熱
心
に
読
ま
れ
た
。
ム
ー
タ
ー
の
評
論
の
特
徴
の
一
つ
は
、
学
問
性
で
は
な
く
述
べ
た
よ
う
な
文
学
性
に
あ
る
の
で
あ
り
、 
 
ム
ー
タ
ー
は
非
常
に
熱
心
な
同
時
代
文
学
の
読
者
で
、
し
ば
し
ば
文
学
の
話
題
を
枠
と
し
て
用
い
て
い
る
。（
１
０
） 
 
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
顕
著
で
あ
る
。 
 
然
し
今
は
そ
れ
も
眼
を
痛
く
す
る
時
機
に
な
つ
た
。
そ
こ
で
明
る
い
所
か
ら
は
逃
れ
出
て
、
薄
明
る
み
、
暗
や
み
を
慕
ふ
や
う
に
な
つ
た
。
太
陽
崇
拝
者
、
光
に
餓
ゑ
た
る
人
々
の
あ
と
か
ら
、
「
月
夜
狂
」
が
現
は
れ
て
来
た
。
き
ら
き
ら
し
た
日
光
の
代
り
に
薄
暮
の
調
和
が
祝
が
れ
た
。
柔
か
な
夕
や
み
が
地
上
に
拡
ま
る
―
詩
人
ヱ
ル
レ
エ
ヌVerlaine
が
よ
く
歌
つ
た
か
の
《heure exquise
》
―
こ
よ
な
き
時
で
あ
る
。(
中
略)
か
く
て
日
中
の
生
活
は
月
光
に
ふ
さ
は
な
い
と
云
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
今
や
画
家
は
好
ん
で
静
寂
な
る
廃
都
に
巣
く
う
に
至
つ
た
が
、
殊
に
過
去
の
み
あ
つ
て
現
代
の
な
い
、
か
の
白
耳
義
の
廃
都
《Bruges la m
orte
》
が
人
の
好
む
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
カ
ザ
ンJean-Charles Cazin
は
実
に
こ
の
群
の
う
ち
の
最
年
長
者
で
あ
る
。
太
陽
・
白
昼
・
青
碧
の
空
は
彼
は
つ
ひ
ぞ
描
い
た
こ
と
が
な
い
。
彼
の
天
職
は
銀
光
微
々
と
し
て
風
景
の
上
に
懸
る
と
こ
ろ
の
月
華
で
あ
る
。
然
し
や
さ
し
い
銀
色
の
蛍
の
や
う
に
暗
碧
の
蒼
穹
に
並
ぶ
星
の
群
は
、
更
に
一
層
彼
の
好
む
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
夜
の
陰
が
眠
る
村
落
の
上
に
拡
が
る
。
唯
一
つ
二
つ
の
家
の
窓
か
ら
ラ
ン
プ
の
光
が
輝
く
。
或
は
電
光
が
銀
白
の
電
気
の
火
花
の
や
う
に
黝
い
気
中
を
動
揺
す
る
。
彼
の
風
景
―
灰
色
の
砂
道
と
貧
し
げ
な
黄
い
ろ
の
28
薊
と
の
み
す
ぼ
ら
し
い
田
舎
―
の
上
に
は
何
か
神
秘
的
な
・
蠱
惑
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。（
リ
ヒ
ヤ
ル
ド
・
ム
ウ
テ
ル
太
田
正
雄
訳
「
薄
暮
と
夜
と
」
章
『
十
九
世
紀
仏
国
絵
画
史
』
大
正8
・
6 
日
本
美
術
学
院
） 
 
と
、
西
欧
絵
画
が
同
時
代
文
学
を
引
き
合
い
に
出
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
象
徴
派
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
「
森
林
に
輝
け
り
」（
１
１
）
の
詩
や
、ロ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ク
の
小
説『
死
都
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
』（
初
版1892
）
を
連
想
さ
せ
な
が
ら
、
カ
ザ
ン
の
画
風
を
評
す
る
な
ど
、
文
学
と
美
術
の
分
野
と
が
つ
な
が
り
を
も
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、〈
芸
術
の
綜
合
と
、
芸
術
の
国
際
性
〉
と
い
う
世
紀
末
芸
術
の
横
断
性
を
体
現
す
る
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
ム
ー
タ
ー
の
美
術
批
評
を
読
ん
で
い
た
太
田
に
お
い
て
、
文
学
と
美
術
を
交
差
す
る
よ
う
な
思
考
の
枠
組
み
は
こ
の
よ
う
な
著
作
を
通
し
て
自
然
と
養
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
白
秋
も
、
自
身
の
文
学
的
な
同
伴
者
と
も
言
え
る
太
田
に
、
多
く
を
教
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
前
掲
の
絵
画
史
の
引
用
に
お
い
て
、
ム
ー
タ
ー
が
印
象
派
か
ら
そ
れ
以
後
の
絵
画
の
潮
流
―
カ
ザ
ン
に
代
表
さ
れ
る
―
を
、
画
中
の
光
の
弱
ま
り
と
捉
え
、「
真
昼
」
か
ら
「
薄
暮
と
夜
と
」
と
い
う
一
日
の
終
わ
り
に
向
け
て
の
移
行
に
重
ね
て
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
１
２
）
。
ム
ー
タ
ー
が
提
示
す
る
よ
う
な
一
日
の
流
れ
に
フ
ラ
ン
ス
絵
画
史
を
重
ね
る
捉
え
方
は
、
太
田
に
着
実
に
継
が
れ
て
お
り
、
太
田
は
、
白
秋
『
邪
宗
門
』
中
の
「
外
光
と
印
象
」
章
の
扉
裏
の
文
章
を
記
す
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
応
用
し
て
い
る
。 
 
近
世
仏
国
絵
画
の
鑑
賞
者
を
わ
か
き
旅
人
に
た
と
へ
ば
や
。
も
と
よ
りW
atteau
の
羅
曼
底
、
Corot
の
抒
情
詩
は
唯
微
か
に
そ
の
お
ぼ
ろ
げ
な
る
記
憶
に
残
れ
る
の
み
。
や
や
暗
き
Fontanebleau
の
森
よ
り
曇
れ
る
道
を
巴
里
の
市
街
に
出
づ
れ
ばSeine
の
河
、
そ
が
上
の
船
、
河
に
臨
め
るCafe
の
、
皆
「
刹
那
」
の
如
く
し
る
く
明
か
な
るM
anet
の
陽
光
に
輝
き
わ
た
れ
る
に
驚
く
な
ら
む
。
そ
はVelazquez
の
灰
色
よ
り
俄
に
現
れ
い
で
た
る
午
后
の
日
な
り
き
。あ
は
れ
日
は
や
う
や
う
暮
れ
て
ぞ
ゆ
く
。金
縁
に
紅
薔
薇
を
覆
輪
に
し
た
り
け
むM
onet
の
波
の
面
も
青
み
ゆ
き
、
青
み
ゆ
き
、
ほ
の
か
に
な
つ
か
し
く
は
た
悲
し
きCazin
の
夕
は
来
る
。
灯
の
薄
黄
はW
histler
の
好
み
の
色
と
ぞ
。
月
出
づ
。Pissaro
の
あ
を
き
衢
をVerlaine
の
白
月
の
賦
な
ど
口
荒
み
つ
つ
過
ぎ
ゆ
く
は
誰
が
家
の
子
ぞ
や
。（
１
３
） 
 
と
。
太
田
の
文
章
中
に
、
ム
ー
タ
ー
の
絵
画
史
に
記
さ
れ
て
い
た
、
カ
ザ
ン
の
絵
画
と
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
篇
と
を
重
ね
る
評
言
が
引
き
写
さ
れ
て
い
る
点
は
、
ム
ー
タ
ー
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。 

太
田
が
こ
こ
で
ム
ー
タ
ー
の
著
作
を
粉
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
既
に
言
及
が
あ
り
、
先
に
引
用
し
た
太
田
の
文
章
は
、
今
日
、
印
象
派
へ
と
至
る
〈
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
流
れ
に
喩
え
な
が
ら
、
白
秋
の
色
彩
感
や
時
間
の
推
移
を
描
く
手
法
を
高
く
評
価
し
〉（
１
４
）
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
邪
宗
門
』
最
後
期
詩
篇
に
焦
点
を
置
き
明
治
四
十
一
年
の
白
秋
の
創
作
を
中
心
に
考
察
す
る
本
稿
に
お
い
て
は
、
ム
ー
タ
ー
の
絵
画
史
に
は
、
印
象
派
ば
か
り
で
な
く
、
印
象
派
か
ら
そ
れ
以
後
の
「
薄
暮
と
夜
と
」
の
画
派
ま
で
の
流
れ
が
辿
ら
れ
て
い
る
事
態
に
こ
そ
注
目
し
た
い
。
太
田
の
文
章
中
で
も
、「
真
昼
」
か
ら
「
薄
暮
と
夜
と
」
に
至
る
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
史
の
フ
レ
ー
ム
が
、
白
秋
詩
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
次
章
で
は
、
太
田
の
文
章
中
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
白
秋
詩
の
詩
風
の
移
行
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。 
 
四
、『
邪
宗
門
』
詩
篇
の
詩
風
の
変
遷
―
薄
暮
と
夜
の
詩
へ 
 
『
邪
宗
門
』
中
の
詩
篇
の
制
作
年
を
見
て
い
く
と
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
四
十
一
年
に
至
る
三
年
間
に
制
作
さ
れ
た
詩
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
中
で
特
に
四
十
一
年
の
詩
作
に
集
の
中
心
が
あ
る
と
い
う
の
が
定
評
で
あ
る
。
制
作
年
月
に
即
し
て
詩
篇
を
み
て
い
く
と
き
、
明
治
四
十
一
年
に
特
異
な
の
は
、
そ
の
後
半
期
に
日
暮
れ
や
夜
の
、
光
沢
を
逸
し
た
詩
篇
が
頻
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、 


日
は
真
昼
、
／
時
は
極
熱
、
／
ひ
た
お
も
て
日
射
に
く
わ
つ
と
照
り
か
へ
る(
「
蟻
」
明
治40
・ 
3
制
作) 


日
か
落
つ
る
―
眼
を
み
ひ
ら
け
ば
／
朱
の
畏
怖
く
わ
と
照
り
ひ
び
く(
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
明
治40
・ 
12
制
作) 


日
向
に
／
照
り
か
へ
し
／
く
わ
と
入
る
光(
「
狂
へ
る
椿
」
明
治41
・6
制
作) 
な
ど
、
日
が
一
層
強
く
光
を
放
つ
瞬
間
を
捉
え
た
詩
篇
が
多
く
、〈
く
わ
と
〉
と
い
う
副
詞
の
多
用
が
、
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こ
の
よ
う
な
詩
風
を
端
的
に
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
強
い
光
を
詩
中
に
入
れ
る
白
秋
詩
の
試
み
の
背
景
と
し
て
、
一
八
五
○
、
六
○
年
代
に
、
屋
外
の
太
陽
光
の
も
と
で
作
品
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
外
光
派
や
、
一
八
七
〇
、
八
〇
年
代
に
、
明
る
い
外
光
を
盛
ん
に
描
き
フ
ラ
ン
ス
画
壇
に
革
新
を
齎
し
た
印
象
派
の
、
絵
画
に
よ
る
示
唆
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
５
）
。 

然
し
な
が
ら
、
明
治
四
十
一
年
半
ば
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、 


日
は
沈
み
、
た
そ
が
れ
ど
き
の
空
の
色
／
青
き
魔
薬
の
薫
し
て
古
り
つ
つ
ゆ
け
ば(
中
略)
甘
き
重 
た
き
靄
の
闇(
「
魔
国
の
た
そ
が
れ｣
明
治41
・8
制
作) 

薄
暮
の
潤
み
に
ご
れ
る
靄
の
内(
「
蜜
の
室
」
明
治41
・8
制
作) 

も
の
青
く
暮
れ
て
み
な
蒸
し
も
見
わ
か
ね
。
／
饐
ゑ
温
む
る
マ
マ
空
の
を
ち
、
薄
ら
あ
か
り
に
、(
「
鈴 
の
音
」
明
治41
・8
制
作) 

暮
れ
て(
中
略)
外
光
の
な
ま
め
く
靄
に(
「
浴
室
」
明
治41
・8
制
作) 

霧
の
中
、
入
日
の
あ
と
の
河
の
面(
「
十
月
の
顔
」
明
治41
・12
制
作) 

外
光
の
そ
の
な
ご
り(
中
略)
そ
の
靄
に(
「
室
内
庭
園
」
明
治41
・12
制
作) 
と
、
日
沈
後
の
、
靄
や
霧
に
覆
わ
れ
た
薄
暮
を
描
く
詩
篇
が
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

ま
た
、
詩
中
の
外
光
表
現
だ
け
で
な
く
、
色
彩
と
い
う
観
点
に
お
い
て
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
明
治
四
十
年
代
の
白
秋
の
詩
集
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
に
は
、〈
金
と
赤
に
象
徴
さ
れ
る
鮮
や
か
な
色
彩
表
現
は
、
初
期
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
多
く
の
色
彩
の
な
か
で
青
色
は
年
を
経
る
に
つ
れ
増
え
て
お
り
〉（
１
６
）
と
指
摘
さ
れ
、
明
治
四
十
一
年
か
ら
白
秋
詩
の
中
で
青
色
や
藍
色
が
増
え
始
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
『
邪
宗
門
』
中
の
前
期
詩
篇
か
ら
後
期
詩
篇
へ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
論
（
１
７
）
に
お
い
て
既
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
官
能
開
放
の
主
題
か
ら
退
廃
的
作
風
へ
ー
強
く
明
る
い
外
光
か
ら
薄
暮
や
夜
の
闇
へ
ー
と
い
う
枠
組
み
を
提
示
し
考
察
を
加
え
、『
邪
宗
門
』
最
後
期
詩
篇
を
代
表
す
る
作
と
し
て
「
室
内
庭
園
」（
明
治41
・12
制
作
「
魔
睡
」
章
収
録
）
を
位
置
づ
け
解
釈
を
試
み
た
。「
室
内
庭
園
」
を
、 
 
詩
篇
を
通
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
日
暮
れ
の
温
室
風
景
で
あ
る
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
室
内
に
、
色
や
香
り
の
強
い
植
物
が
繁
茂
し
て
る
。
天
井
か
ら
は
日
没
後
の
残
光
が
差
し
込
み
、
辺
り
は
暗
闇
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
晩
春
の
鶯
が
老
い
た
声
を
響
か
せ
る
―
。
こ
の
よ
う
に
し
て
描
か
れ
る
風
景
の
、
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
尽
き
ず
に
湧
き
出
る
〈
噴
水
の
水
〉
で
あ
る
。
水
が
滾
々
と
湧
き
、
花
咲
く
。
香
り
に
充
ち
た
庭
園
風
景
は
、
わ
か
き
日
の
艶
か
し
さ
が
火
照
っ
て
い
る
状
態
を
、
象
徴
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
る
。（
中
略
）
古
来
、
泉
な
ど
の
湧
き
出
る
水
は
、
神
聖
な
も
の
と
受
け
取
ら
れ
、
若
々
し
い
生
命
の
象
徴
と
も
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
詩
篇
に
お
け
る
《
水
》
の
表
象
が
、
青
春
の
生
命
の
熱
気
や
艶
め
き
を
表
現
す
る
一
部
と
な
っ
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
に
何
ら
違
和
感
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
連
か
ら
三
連
へ
か
け
て
詩
篇
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
と
、《
水
》
は
人
工
的
な
空
間
に
閉
ざ
さ
れ
、
室
内
に
、
腐
敗
し
饐
え
た
匂
い
が
漂
っ
て
い
る
と
い
う
退
廃
的
様
相
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
官
能
に
火
照
る
青
春
の
園
で
は
な
く
、
そ
れ
が
腐
爛
し
て
い
る
と
い
う
陰
鬱
な
風
景
な
の
で
あ
る
。 
 
と
、
自
ら
の
屈
折
し
た
青
春
の
実
体
を
心
象
風
景
と
し
て
表
し
た
詩
篇
で
あ
る
と
し
た
。
詩
篇
の
詳
細
な
意
味
付
け
は
先
の
稿
で
論
じ
た
た
め
こ
れ
以
上
の
言
及
は
控
え
た
い
が
、
本
稿
で
は
、
述
べ
た
よ
う
な
主
題
を
詠
う
「
室
内
庭
園
」
に
、「
薄
暮
と
夜
」
の
暈
さ
れ
た
淡
い
外
光
、
そ
の
下
で
の
青
、
濃
紺
、
黒
の
色
の
濃
淡
―
〈
硝
子
の
青
み
〉・〈
饐
ゆ
る
褐
色
〉・〈
黒
き
天
鵝
絨
び
ろ
う
ど
〉
と
表
現
さ
れ
る
空
の
暗
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
―
と
い
う
、
最
後
期
詩
篇
の
詩
風
の
傾
向
が
代
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、「
室
内
庭
園
」
で
詩
の
主
体
は
、
自
ら
の
若
き
日
の
生
を
相
対
化
す
る
視
点
の
も
と
に
、
そ
れ
を
室
内
風
景
と
し
て
象
徴
的
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
青
春
の
夢
か
ら
覚
醒
し
た
時
点
か
ら
振
り
返
っ
て
、
か
つ
て
の
〈
わ
か
き
日
の
ゆ
め
〉
（
１
８
）
の
腐
敗
を
冷
静
に
客
観
的
に
眺
め
る
視
座
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。 
 
晩
春
の
室
の
内
、 
暮
れ
な
や
み
、
暮
れ
な
や
み
、
噴
水
の
水
は
し
た
た
る
…
… 
そ
の
も
と
に
あ
ま
り
り
す
赤
く
ほ
の
め
き
、 
甘
く
、
ま
た
ち
ら
ぼ
ひ
ぬ
、
ヘ
リ
オ
ト
ロ
オ
プ
。 
30
わ
か
き
日
は
暮
る
れ
ど
も
夢
は
な
ほ
静
こ
こ
ろ
な
し
。 
 
と
。
未
だ
夢
へ
の
憧
憬
を
握
り
し
め
若
き
日
の
た
だ
中
に
い
続
け
て
い
る
よ
う
な
主
体
の
視
点
は
、
「
室
内
庭
園
」
の
最
終
連
で
、
饐
え
た
匂
い
が
漂
う
廃
園
に
ま
だ
甘
く
と
き
め
く
よ
う
な
香
り
が
残
っ
て
い
る
と
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
ま
た
、
作
中
の
腐
食
し
た
時
計
の
表
象
は
、
こ
う
し
た
未
来
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
の
な
い
時
間
感
覚
の
狂
い
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
一
連
か
ら
五
連
へ
と
、
差
異
を
含
み
つ
つ
も
元
へ
と
回
帰
し
て
い
く
円
環
構
造
に
よ
っ
て
も
、
過
去
へ
と
絶
え
ず
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
心
性
は
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

こ
の
よ
う
な
現
在
か
ら
過
去
を
切
り
離
し
客
観
的
に
冷
静
に
眺
め
る
態
度
と
、
過
去
の
あ
る
時
間
の
地
点
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
態
度
と
の
二
つ
の
あ
り
方
の
違
和
か
ら
、
作
中
の
愁
い
の
情
緒
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
青
を
基
調
と
す
る
色
彩
の
陰
影
や
、
昼
と
夜
と
い
う
異
質
の
時
間
帯
を
架
け
橋
す
る
薄
暮
の
奥
行
き
に
お
い
て
暗
示
的
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
先
ず
、
太
田
の
文
章
が
、『
邪
宗
門
』
の
詩
風
の
変
遷
を
辿
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
論
考
を
次
へ
と
進
め
る
。 
 
五
、
結
び

 
こ
こ
ま
で
、
白
秋
が
目
を
向
け
て
い
た
西
欧
世
紀
末
に
お
け
る
、
文
学
と
絵
画
の
混
交
と
い
っ
た
諸
芸
術
が
区
分
を
超
越
し
て
い
く
動
向
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
白
秋
が
文
芸
的
交
友
（
１
９
）
を
基
に
、
ど
の
よ
う
に
西
欧
絵
画
や
西
欧
絵
画
史
を
受
容
し
て
い
た
か
、
具
体
的
な
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、『
邪
宗
門
』
詩
篇
の
詩
風
の
変
遷
を
、
薄
暮
と
夜
の
詩
篇
の
増
加
と
し
て
辿
っ
た
。
こ
こ
で
、
当
時
白
秋
と
最
も
親
し
く
交
際
し
白
秋
の
詩
作
を
最
も
近
い
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
続
け
て
い
た
太
田
が
、
ム
ー
タ
ー
の
西
欧
絵
画
史
の
叙
述
の
フ
レ
ー
ム
に
、
述
べ
た
よ
う
な
白
秋
詩
の
変
容
を
重
ね
て
評
言
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
し
た
。 

本
稿
の
結
び
に
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
論
の
冒
頭
に
示
し
た
如
く
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
の
絵
画
に
対
す
る
白
秋
の
感
動
が
ど
の
よ
う
な
理
由
と
し
て
説
明
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
改
め
て
論
じ
た
い
。 

レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
の
背
景
に
は
、
西
欧
絵
画
史
上
で
脈
々
と
継
が
れ
て
き
た
オ
リ
エ
ン
ト
と
い
う
主
題
が
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
史
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
ト
へ
向
か
う
流
れ
を
論
じ
た
前
掲
の
岡
谷
氏
は
、 
 
現
地
（
植
民
地
の
熱
帯
、
亜
熱
帯
の
地
域
・
引
用
者
注
）
へ
赴
い
た
人
々
、
探
検
家
、
軍
人
、
行
政
官
、
宣
教
師
ら
が
持
ち
帰
っ
た
情
報
は
、
西
欧
の
人
々
を
驚
か
せ
、
そ
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
た
。
た
ま
た
ま
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
期
に
当
た
り
、
次
々
に
創
刊
さ
れ
る
絵
入
り
の
新
聞
・
雑
誌
が
、
一
八
五
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
を
皮
切
り
に
は
じ
ま
っ
た
万
博
と
相
ま
っ
て
、
こ
う
し
た
情
報
を
、
や
が
て
西
欧
の
す
み
ず
み
に
ま
で
行
き
わ
た
ら
せ
た
。
人
々
の
眼
は
お
の
ず
と
南
へ
向
い
た
。
西
欧
と
は
全
く
異
な
る
気
候
、
風
土
、
自
然
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
「
特
異
な
」
習
俗
…
…
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
人
々
の
生
活
の
方
が
、
人
間
の
幸
福
に
適
っ
て
い
る
よ
う
に
、
産
業
社
会
に
倦
み
は
じ
め
た
西
欧
の
一
部
の
人
々
の
眼
に
は
映
っ
た
。
驚
き
と
好
奇
心
は
憧
憬
へ
と
代
わ
る
。
 
と
、〈
エ
グ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
の
熱
い
夢
〉
が
人
々
の
間
に
流
布
し
て
い
く
過
程
を
概
観
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
動
向
の
中
で
、
オ
リ
エ
ン
ト
が
芸
術
作
品
の
主
題
と
な
っ
て
い
っ
た
訳
だ
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
夢
は
、
絵
画
ば
か
り
で
は
な
く
、
文
学
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
象
徴
派
の
詩
人
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
『
パ
リ
の
憂
鬱
』（
初
版1869
）
に
収
め
ら
れ
た
散
文
詩
「
旅
へ
の
誘
い
」
中
に
は
、 
 
素
晴
し
い
国
、
人
呼
ん
で
言
う
〈
桃
源
郷
〉、
古
く
か
ら
の
恋
人
と
と
も
に
訪
れ
た
い
も
の
と
私
の
夢
み
る
国
が
あ
る
。わ
れ
ら
の〈
北
国
〉の
霧
の
中
に
浸
っ
て
い
な
が
ら
、〈
西
欧
〉の〈
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
〉
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
国
と
も
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
ほ
ど
、
さ
ほ
ど
に
、
熱
っ
ぽ
く
気
ま
ぐ
れ
な
幻
想
フ
ア
ン
テ
ジ
ー
は
そ
こ
に
羽
を
ひ
ろ
げ
、
巧
み
を
つ
く
し
た
繊
細
な
植
栽
で
も
っ
て
、
根
気
よ
く
執
拗
に
こ
の
類
稀
な
国
を
飾
っ
て
き
た
の
だ
。（
中
略
）
き
み
は
知
っ
て
い
る
か
、
冷
た
い
貧
窮
の
な
か
で
わ
れ
わ
れ
を
捉
え
る
あ
の
熱
情
を
、
知
ら
ぬ
国
へ
の
あ
の
郷
愁
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
、
好
奇
心
か
ら
く
る
あ
の
苦
悶
を
？
（
２
０
） 
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と
、
オ
リ
エ
ン
ト
が
〈
桃
源
郷
〉
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。
白
秋
や
そ
の
周
辺
の
青
年
芸
術
家
ら
は
文
学
と
絵
画
を
横
断
し
つ
つ
十
九
世
紀
の
西
欧
文
芸
を
享
受
し
て
い
た
が
、
中
で
も
特
に
注
目
し
て
い
た
の
が
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
諸
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
に
大
い
に
感
化
を
受
け
た
白
秋
の
『
邪
宗
門
』
が
、
異
国
趣
味
の
詩
集
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
こ
に
喚
起
し
て
お
き
た
い
（
２
１
）
。 

白
秋
は
、
こ
の
よ
う
な
〈
知
ら
ぬ
国
へ
の
あ
の
郷
愁
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
〉
を
幻
想
と
し
て
の
オ
リ
エ
ン
ト
に
見
出
す
作
品
を
、
文
学
、
絵
画
を
問
わ
ず
、
度
々
西
欧
文
芸
の
中
に
認
め
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
総
合
的
な
西
欧
文
芸
の
受
容
が
前
提
に
あ
っ
た
と
す
る
と
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
「
月
夜
の
渚
」
に
出
会
っ
た
白
秋
は
、
そ
の
明
る
く
輝
か
し
い
桃
源
郷
と
し
て
の
オ
リ
エ
ン
ト
が
、
暗
い
「
薄
暮
と
夜
」
の
悲
し
み
の
青
色
の
中
に
融
か
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
衝
撃
を
受
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。 

白
秋
が
『
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
』
誌
上
で
「
月
夜
の
渚
」
を
目
に
し
た
明
治
四
十
一
年
九
月
は
、『
邪
宗
門
』
の
最
後
期
詩
篇
の
創
作
時
期
に
あ
た
り
、
白
秋
は
日
本
の
近
代
詩
歌
上
で
期
を
画
す
よ
う
な
青
春
を
主
題
と
し
た
詩
集
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
拙
論
（
２
２
）
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
白
秋
は
自
ら
の
青
春
の
表
現
を
模
索
し
、
島
崎
藤
村
『
若
菜
集
』（
明
治30
・8 
春
陽
堂
）
の
清
新
な
美
、
与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』（
明
治34
・8 
東
京
新
詩
社
）
の
官
能
の
美
に
継
い
で
、
前
の
世
代
の
青
年
ら
が
決
し
て
経
験
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
傷
痕
を
持
つ
自
ら
―
日
露
戦
後
の
時
代
に
お
け
る
屈
折
し
た
自
我
―
の
世
代
の
表
現
と
し
て
、
退
廃
美
を
見
い
出
し
た
。『
邪
宗
門
』
最
後
期
詩
篇
を
代
表
す
る
「
室
内
庭
園
」
に
は
、
美
し
い
園
が
、
明
る
い
光
の
も
と
に
描
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
薄
暮
と
夜
の
暗
い
画
面
の
中
に
沈
み
こ
み
、
廃
れ
て
い
く
園
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、『
若
菜
集
』
詩
篇
に
度
々
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
恋
愛
や
官
能
を
肯
定
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
青
年
ら
の
新
時
代
到
来
へ
の
期
待
が
、〈
曙
〉
や
〈
春
を
告
げ
る
鶯
〉
と
い
っ
た
表
象
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
く
行
き
方
と
は
異
な
る
。『
邪
宗
門
』
最
後
期
詩
篇
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
は
、〈
晩
春
の
老
い
た
鶯
〉
や
、
述
べ
た
よ
う
な
薄
暮
か
ら
夜
へ
の
暗
い
陰
影
へ
と
変
転
さ
れ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
な
『
邪
宗
門
』
最
後
期
詩
篇
の
あ
り
よ
う
は
、
人
々
の
輝
か
し
い
夢
で
あ
っ
た
オ
リ
エ
ン
ト
の
主
題
が
薄
暮
と
夜
の
薄
明
か
り
の
な
か
で
、
愁
い
の
情
緒
を
醸
し
出
し
て
い
る
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
の
画
面
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
月
夜
の
渚
」
に
出
会
っ
た
白
秋
は
、〈
わ
れ
等
漸
く
外
光
派
の
詩
歌
に
倦
み
た
る
時
、
こ
の
新
趣
あ
る
誘
惑
に
会
ふ
。
色
の
曇
と
甘
き
う
る
ほ
ひ
と
、
し
ら
べ
の
深
げ
な
る
と
、
一
見
わ
が
霊
の
微
動
を
お
ぼ
ゆ
〉
と
、
戸
外
の
明
る
い
光
を
捉
え
た
外
光
派
を
含
む
西
欧
絵
画
史
の
そ
の
先
の
流
れ
を
理
解
し
、「
月
夜
の
渚
」
の
、
暗
く
色
調
の
暈
さ
れ
た
画
面
に
漂
う
愁
い
の
情
緒
と
、
ま
だ
夢
が
そ
こ
は
か
と
な
く
残
る
甘
美
さ
の
雰
囲
気
に
言
及
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
ら
の
青
春
を
か
け
て
新
時
代
の
詩
の
所
在
を
模
索
し
、
西
欧
文
芸
へ
も
広
く
目
配
せ
し
な
が
ら
創
作
を
行
っ
て
い
た
白
秋
。
先
行
す
る
作
品
の
受
容
と
作
品
創
作
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
相
互
の
関
係
に
あ
る
。
い
か
な
る
作
品
も
先
行
す
る
諸
作
と
の
連
な
り
に
お
い
て
し
か
存
在
し
え
ず
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
作
品
は
個
別
に
独
立
し
て
あ
る
訳
で
は
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
と
白
秋
詩
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
過
去
の
文
芸
作
品
の
系
列
の
な
か
で
描
き
継
が
れ
て
き
た
夢
の
風
景
を
、
昼
か
ら
夜
へ
と
設
定
を
変
更
し
、
作
中
の
光
を
弱
め
、
色
調
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
印
象
を
反
転
さ
せ
る
と
い
う
両
者
の
創
意
の
共
通
性
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
詩
歌
史
上
で
『
邪
宗
門
』
は
退
廃
美
と
い
う
観
点
か
ら
特
筆
さ
れ
る
詩
集
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
集
中
の
退
廃
性
を
照
射
し
て
い
く
う
え
で
も
、
白
秋
が
感
銘
を
受
け
た
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
が
示
唆
す
る
も
の
は
少
な
く
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

＊
白
秋
の
詩
篇
の
引
用
は
、『
白
秋
全
集
一
巻
』（
昭
和59
・12 
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
ル
ビ
は
省
略
し
た
。 

【
注
】
（
１
）
匠
秀
雄
『
近
代
日
本
の
美
術
と
文
学
』(
昭54
・11 
木
耳
社)
に
詳
し
い
。
（
２
）
北
原
白
秋
「
上
田
敏
先
生
と
私
」
（
『
太
陽
』
大
正7
・7
）
（
３
）
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、W
alter Shaw
-Sparrow,John Lavery and his 
W
ork,London 1911
及
びK
enneth M
cConkey,Sir John Lavery,Edinburgh 1933
を
参
照
し
た
。 
（
４
）（
３
）
に
記
し
た
。 
（
５
）Carter,A.C.R.,Recent W
ork by M
r.Lavery,The Art Journal,1908
に
〈
稿
者
の
考
32
え
で
は
、「
月
夜
の
渚
」
は
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
努
力
以
上
の
も
の
を
示
し
て
い
る
。
タ
ー
ナ
ー
以
来
の
最
も
素
晴
ら
し
い
ノ
ク
タ
ー
ン
な
の
だ
。
同
様
の
考
え
を
持
つ
（
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
展
覧
会
の
・
引
用
者
注
）
訪
問
者
は
、「
屋
上
、
夜
」
や
「
タ
ン
ジ
ー
ル
、
夜
」
や
「
タ
ン
ジ
ー
ル
湾
、
月
夜
」
を
、
こ
と
に
よ
る
と
好
む
か
も
し
れ
な
い
。〉（
拙
訳
に
よ
る
）
と
、
一
連
の
作
を
〈
ノ
ク
タ
ー
ン
〉
の
絵
画
と
称
し
て
い
る
。 
（
６
）
木
下
杢
太
郎
（
太
田
正
雄
）
「
北
原
白
秋
の
お
も
か
げ
」(
『
改
造
』
昭
和17
・12) 
（
７
）
太
田
正
雄
『
印
象
派
以
後
』（
大
正5
・10 
日
本
美
術
学
院
） 
（
８
）
安
家
達
也
「
リ
ル
ケ
と
リ
ヒ
ャ
ル
ド
・
ム
ー
タ
ー
、
あ
る
い
は
リ
ル
ケ
と
美
術
批
評
」（『
杏
林
大
学
研
究
報
告—
教
養
部
門
』
平
成14
・2
） 
（
９
）（
７
）
と
同
様
（
１
０
）（
８
）
と
同
様
（
１
１
）
同
時
代
に
、
白
秋
や
太
田
と
親
し
い
長
田
秀
雄
が
「
森
林
に
輝
け
り
（
ヴ
エ
ル
レ
エ
ヌ
）」
（『
新
声
』
明
治41
・10
）
と
題
し
て
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
を
訳
出
し
て
い
る
。
訳
詩
は
、〈
白
き
月
／
森
林
に
輝
け
り
／
じ
め
じ
め
と
濃
霧
は
し
め
り
〉
と
始
ま
り
、〈
藍
色
の
夜
の
奥
よ
り
／
星
輝
け
る
水
底
に
…
／
こ
ゝ
ち
よ
き
一
刻
よ
〉
と
結
ば
れ
て
い
る
。
ム
ー
タ
ー
の
著
述
に
お
い
て
、
詩
中
の
静
寂
な
夜
景
が
、
カ
ザ
ン
の
絵
画
に
度
々
表
れ
る
薄
暮
の
情
景
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
（
１
２
）
前
掲
の
太
田
訳
『
十
九
世
紀
仏
国
絵
画
史
』
で
は
、
印
象
派
以
後
の
絵
画
の
流
れ
が
、
第
十
二
章
「
真
昼
」
か
ら
第
十
四
章
「
薄
暮
と
夜
と
」
に
か
け
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
（
１
３
）
再
版
『
邪
宗
門
』（
明
治
・
東
雲
堂
）
か
ら
引
用
し
た
。
初
版
か
ら
の
異
同
は
次
の
通
り
。［
初
版
］cafin
→
［
再
版
］cazin
。
初
版
の
綴
り
は
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。 
（
１
４
）
島
内
裕
子
「「
舞
踏
会
」
に
お
け
る
ロ
テ
ィ
と
ヴ
ァ
ト
ー
の
位
相
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
平
成7
・3
）
（
１
５
）
太
田
正
雄
は
同
時
代
に
「
詩
集
「
邪
宗
門
」
を
評
す
」（『
ス
バ
ル
』
明
治42
・5
）
中
で
、
〈
其
技
巧
は
直
ち
に
十
九
世
紀
後
半
の
仏
国
印
象
画
派
、
殊
に
、
新
印
象
派
、
即
ち
、
點
彩
画
派
の
常
套
の
手
法
を
回
想
せ
し
め
る
の
で
あ
る
〉
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
矢
野
峰
人
「
解
説
」『
日
本
現
代
詩
大
系
四
巻
』（
昭
和49
・12 
河
出
書
房
新
社
）
は
、〈
白
秋
は
、
当
時
盛
に
紹
介
さ
れ
つ
ゝ
あ
り
、
ま
た
そ
の
影
響
下
に
隆
盛
の
途
上
に
あ
つ
た
洋
画
か
ら
も
多
く
学
ん
だ
ら
し
い
。
特
に
彼
は
外
光
と
陰
影
の
意
義
を
知
つ
た
。〉
と
し
、〈
外
光
と
陰
影
と
は
、
お
そ
ら
く
彼
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
詩
に
強
調
さ
れ
る
〉
と
述
べ
て
い
る
。
（
１
６
）
出
口
馨
「
白
秋
初
期
詩
集
に
お
け
る
青
色
の
詩
学
―
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
受
容
の
視
座
か
ら
―
」
（『
比
較
文
学
』
平
成22
） 
（
１
７
）
拙
稿
「
北
原
白
秋
『
邪
宗
門
』
の
退
廃
美
に
つ
い
て
―
明
治
詩
歌
の
系
譜
に
お
け
る
位
置
づ
け
―
」（『
滋
賀
文
教
短
期
大
学
紀
要
』
平
成28
・3
） 
（
１
８
）
詩
篇
「
室
内
庭
園
」
か
ら
抜
粋
し
た
。 
（
１
９
）
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
「
月
夜
の
渚
」
に
対
し
て
も
、
白
秋
と
太
田
は
共
に
注
目
し
て
い
た
。
太
田
「
海
の
悲
哀
」（
初
出
『
中
央
公
論
』
明
治41
・12
）
の
詩
篇
に
は
、〈
ジ
ョ
ン
・
ラ
ヴ
レ
エ
の
絵
の
心
を
〉
と
自
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
太
田
の
詩
篇
に
お
い
て
レ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
の
絵
画
と
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。 
（
２
０
）
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
阿
部
良
雄
訳
『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
全
集
四
巻
』（
昭
和62
・7 
筑
摩
書
房
） 
（
２
１
）
太
田
正
雄
「
詩
集
「
邪
宗
門
」
を
評
す
」（『
ス
バ
ル
』
明
治42
・5
）
に
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
２
２
）（
１
７
）
と
同
様
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